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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高効率(HE)ステーション(STA)の装置であって、
　当該装置が、メモリと、前記メモリに結合された処理回路とを備え、前記処理回路は、
　アクセスポイントからの第1のトリガフレーム(TF)を復号する処理であって、前記第1の
トリガフレーム(TF)は、前記HE　STA及び前記アクセスポイントが属する基本サービスセ
ットの中の複数のHE　STAの表示、及び、前記アクセスポイントに帯域幅クエリレポート(
BQR)を送信するための前記複数のHE　STAの各々についてのアップリンク(UL)リソース割
り当てを含み、前記第1のトリガフレーム(TF)は、帯域幅ポーリングとして機能し、前記B
QRは、前記アクセスポイントが、前記複数のHE　STAのうちのいずれのHE　STAにマルチユ
ーザ送信要求(MU-RTS)を送信する必要があるかを決定するために前記アクセスポイントに
よって使用される、処理と、
　前記第1のトリガフレーム(TF)に応答して、複数の20MHzサブチャネルのうちの各々の20
MHzサブチャネルがビジーであるか否かを判定し、そして、前記BQRの対応するビットを設
定して、対応する20MHzサブチャネルがビジーであるか否かを示す、処理と、
　前記アップリンク(UL)リソース割り当てに従って前記BQRを前記アクセスポイントに送
信するように前記HE　STAを設定するシグナリングを生成する処理と、を実行するように
構成される、装置。
【請求項２】
　前記複数の20MHzサブチャネルのうちの各20MHzサブチャネルがビジーであるか否かを判
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定する処理が、
　前記対応する20MHzサブチャネルのクリアチャネル評価(CCA)がしきい値レベルを超える
値を示す場合、前記対応する20MHzサブチャネルがビジーであると判定する処理を更に含
む、請求項1に記載の装置。
【請求項３】
　前記アップリンク(UL)リソース割り当てが、サブチャネル割り当てを含み、前記サブチ
ャネル割り当てが20MHz未満である、請求項1に記載の装置。
【請求項４】
　前記アップリンク(UL)リソース割り当てに従って前記BQRを前記アクセスポイントに送
信するように前記HE　STAを設定するシグナリングを生成する処理が、
　物理層コンバージェンスプロシージャプロトコルデータユニット(PPDU)の20MHzの帯域
幅を有する第1の部分と、前記PPDUの前記サブチャネル割り当てに従った帯域幅を有する
第2の部分とを前記アクセスポイントに送信するように前記HE　STAを設定するシグナリン
グを生成する処理であって、前記PPDUの前記第2の部分が前記BQRを含む、処理を更に含む
、請求項3に記載の装置。
【請求項５】
　前記処理回路が、
　前記第1のトリガフレーム(TF)を前記復号する前に、前記アクセスポイントに対するフ
レームを符号化し、前記フレームが帯域幅フィールドを含み、前記BQRが前記帯域幅フィ
ールドによって示される帯域幅のうちの各20MHzサブチャネルに1ビットを含む、ように更
に構成される、請求項1に記載の装置。
【請求項６】
　前記帯域幅が80MHzであり、前記複数の20MHzサブチャネルは4つの20MHzサブチャネルで
ある、請求項5に記載の装置。
【請求項７】
　前記アップリンク(UL)リソース割り当てが、複数のHEステーションがBQRを前記アクセ
スポイントに送信するための複数のアップリンク(UL)リソース割り当てのうちの1つであ
る、請求項1から請求項6のいずれかに記載の装置。
【請求項８】
　前記アップリンク(UL)リソース割り当てに従って前記BQRを前記アクセスポイントに送
信するように前記HE　STAを設定するシグナリングを生成する処理が、
　前記アップリンク(UL)リソース割り当てに従って、並びに直交周波数分割多元接続(OFD
MA)及びマルチユーザ多入力多出力(MU－MIMO)の一方又は両方に従って、前記BQRを前記ア
クセスポイントに送信するように前記HE　STAを設定するシグナリングを生成する処理を
更に含む、請求項1から請求項6のいずれかに記載の装置。
【請求項９】
　前記アップリンク(UL)リソース割り当てが、サブチャネル割り当てを含み、前記アップ
リンク(UL)リソース割り当てに従って前記BQRを前記アクセスポイントに送信するように
前記HE　STAを設定するシグナリングを生成する処理が、
　物理層コンバージェンスプロシージャプロトコルデータユニット(PPDU)の20MHzの帯域
幅を有する第1の部分と、前記PPDUの前記サブチャネル割り当てに従った帯域幅を有する
第2の部分とを前記アクセスポイントに送信するように前記HE　STAを設定するシグナリン
グを生成する処理であって、前記PPDUの前記第2の部分が前記BQRを含み、前記サブチャネ
ル割り当てが前記20MHzの帯域幅内にある、処理を更に含む、請求項1から請求項6のいず
れかに記載の装置。
【請求項１０】
　前記複数の20MHzサブチャネルのうちの各20MHzサブチャネルがビジーであるか否かを判
定する処理が、
　前記対応する20MHzサブチャネルのクリアチャネル評価(CCA)がしきい値レベルを超える
値を示すか、又は前記HE　STAのネットワーク割り当てベクトルが、前記対応する20MHzサ
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ブチャネルがビジーであることを示す場合、前記対応する20MHzサブチャネルがビジーで
あると判定する処理を更に含む、請求項1から請求項6のいずれかに記載の装置。
【請求項１１】
　前記HE　STA及び前記アクセスポイントが、それぞれ、米国電気電子学会(IEEE)802．11
axアクセスポイント、IEEE　802．11axステーション、IEEE　802．11ステーション、及び
IEEE　802．11アクセスポイントのグループからの1つである、請求項1から請求項6のいず
れかに記載の装置。
【請求項１２】
　前記処理回路に結合されたトランシーバ回路を更に備える、請求項1から請求項6のいず
れかに記載の装置。
【請求項１３】
　前記トランシーバ回路に結合された1つ又は複数のアンテナを更に備える、請求項12に
記載の装置。
【請求項１４】
　高効率(HE)ステーション(STA)の装置の1つ又は複数のプロセッサによる実行のための命
令を含むコンピュータプログラムであって、前記命令は、
　アクセスポイントからの第1のトリガフレーム(TF)を復号する処理であって、前記第1の
トリガフレーム(TF)は、前記HE　STA及び前記アクセスポイントが属する基本サービスセ
ットの中の複数のHE　STAの表示、及び、前記アクセスポイントに帯域幅クエリレポート(
BQR)を送信するための前記複数のHE　STAの各々についてのアップリンク(UL)リソース割
り当てを含み、前記第1のトリガフレーム(TF)は、帯域幅ポーリングとして機能し、前記B
QRは、前記アクセスポイントが、前記複数のHE　STAのうちのいずれのHE　STAにマルチユ
ーザ送信要求(MU-RTS)を送信する必要があるかを決定するために前記アクセスポイントに
よって使用される、処理と、
　前記第1のトリガフレーム(TF)に応答して、複数の20MHzサブチャネルのうちの各々の20
MHzサブチャネルがビジーであるか否かを判定し、そして、前記BQRの対応するビットを設
定して、対応する20MHzサブチャネルがビジーであるか否かを示す、処理と、
　前記アップリンク(UL)リソース割り当てに従って前記BQRを前記アクセスポイントに送
信するように前記HE　STAを設定するシグナリングを生成する処理と、を実行するように
前記1つ又は複数のプロセッサを設定する、コンピュータプログラム。
【請求項１５】
　前記複数の20MHzサブチャネルのうちの各20MHzサブチャネルがビジーであるか否かを判
定する処理が、
　前記対応する20MHzサブチャネルのクリアチャネル評価(CCA)がしきい値レベルを超える
値を示す場合、前記対応する20MHzサブチャネルがビジーであると判定する処理を更に含
む、請求項14に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　前記アップリンク(UL)リソース割り当てが、サブチャネル割り当てを含み、前記サブチ
ャネル割り当てが20MHz未満であり、前記アップリンク(UL)リソース割り当てに従って前
記BQRを前記アクセスポイントに送信するように前記HE　STAを設定するシグナリングを生
成する処理が、
　物理層コンバージェンスプロシージャプロトコルデータユニット(PPDU)の20MHzの帯域
幅を有する第1の部分と、前記PPDUの前記サブチャネル割り当てに従った帯域幅を有する
第2の部分とを前記アクセスポイントに送信するように前記HE　STAを設定するシグナリン
グを生成する処理であって、前記PPDUの前記第2の部分が前記BQRを含む、処理を更に含む
、請求項14又は請求項15に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　高効率(HE)ステーション(STA)の装置によって実行される方法であって、当該方法は、
　アクセスポイントからの第1のトリガフレーム(TF)を復号するステップであって、前記
第1のトリガフレーム(TF)は、前記HE　STA及び前記アクセスポイントが属する基本サービ
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スセットの中の複数のHE　STAの表示、及び、前記アクセスポイントに帯域幅クエリレポ
ート(BQR)を送信するための前記複数のHE　STAの各々についてのアップリンク(UL)リソー
ス割り当てを含み、前記第1のトリガフレーム(TF)は、帯域幅ポーリングとして機能し、
前記BQRは、前記アクセスポイントが、前記複数のHE　STAのうちのいずれのHE　STAにマ
ルチユーザ送信要求(MU-RTS)を送信する必要があるかを決定するために前記アクセスポイ
ントによって使用される、ステップと、
　前記第1のトリガフレーム(TF)に応答して、複数の20MHzサブチャネルのうちの各々の20
MHzサブチャネルがビジーであるか否かを判定し、そして、前記BQRの対応するビットを設
定して、対応する20MHzサブチャネルがビジーであるか否かを示す、ステップと、
　前記アップリンク(UL)リソース割り当てに従って前記BQRを前記アクセスポイントに送
信するように前記HE　STAを設定するシグナリングを生成するステップと、を含む、
　方法。
【請求項１８】
　前記複数の20MHzサブチャネルのうちの各20MHzサブチャネルがビジーであるか否かを判
定するステップが、
　前記対応する20MHzサブチャネルのクリアチャネル評価(CCA)がしきい値レベルを超える
値を示す場合、前記対応する20MHzサブチャネルがビジーであると判定するステップを更
に含む、請求項17に記載の方法。
【請求項１９】
　高効率(HE)アクセスポイント(AP)の装置であって、当該装置は、メモリと、前記メモリ
に結合された処理回路と、を備え、前記処理回路は、
　第1のトリガフレーム(TF)を符号化する処理であって、前記第1のトリガフレーム(TF)は
、前記HE　APが属する基本サービスセットの中の複数の高効率(HE)ステーション(STA)の
表示、及び、前記HE　APに帯域幅クエリレポート(BQR)を送信するための前記複数のHE　S
TAの各々についてのアップリンク(UL)リソース割り当てを含み、前記第1のトリガフレー
ム(TF)は、帯域幅ポーリングとして機能し、前記BQRは、前記HE　APが、前記複数のHE　S
TAのうちのいずれのHE　STAにマルチユーザ送信要求(MU-RTS)を送信する必要があるかを
決定するために前記HE　APによって使用される、処理と、
　前記複数のHE　STAに前記第1のトリガフレーム(TF)を送信するように前記HE　APを設定
するシグナリングを生成する処理と、
　前記複数のアップリンク(UL)リソース割り当てに従って前記複数のHE　STAからの複数
のBQRを復号する処理と、を実行するように構成される、
　装置。
【請求項２０】
　前記複数のアップリンク(UL)リソース割り当てのそれぞれが、対応するサブチャネル割
り当てを含む、請求項19に記載の装置。
【請求項２１】
　前記複数のアップリンク(UL)リソース割り当てに従って前記複数のHE　STAからの複数
のBQRを復号する処理が、
　前記複数のアップリンク(UL)リソース割り当てに従って前記複数のHE　STAからの前記
複数のBQRを復号する処理であって、前記複数のBQRのうちの各BQRが、物理層コンバージ
ェンスプロシージャプロトコルデータユニット(PPDU)の20MHzの帯域幅を有する第1の部分
と、前記PPDUの前記対応するサブチャネル割り当てに従った帯域幅を有する第2の部分と
を含み、前記PPDUの前記第2の部分が前記BQRを含む、処理を更に含む、請求項20に記載の
装置。
【請求項２２】
　前記処理回路が、
　前記第1のトリガフレーム(TF)を前記符号化する前に、前記複数のHE　STAの各々からの
フレームを復号し、前記フレームが対応する帯域幅フィールドを含み、前記複数のBQRが
前記対応する帯域幅フィールドによって示される帯域幅のうちの各20MHzサブチャネルに1
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ビットをそれぞれ含む、ように更に構成される、請求項19から請求項21のいずれかに記載
の装置。
【請求項２３】
　前記処理回路に結合されたトランシーバ回路を更に備える、請求項19から請求項21のい
ずれかに記載の装置。
【請求項２４】
　前記トランシーバ回路に結合された1つ又は複数のアンテナを更に備える、請求項23に
記載の装置。
【請求項２５】
　請求項14から請求項16のいずれかに記載のコンピュータプログラムを記憶したコンピュ
ータ読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張
　本出願は、２０１５年４月２４日に出願された米国仮特許出願第６２／１５２，１１０
号に対する優先権の利益を主張する２０１５年９月９日に出願された米国特許出願第１４
／８４９，０６９号に対して優先権の利益を主張し、上記出願のそれぞれはその全体が参
照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
技術分野
　実施例は、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１に関連する。いくつかの実施例
は、高効率無線ローカルエリアネットワーク（ＨＥＷ）に関する。いくつかの実施例は、
ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘに関する。いくつかの実施例は、マルチユーザ送信要求（mult
i-user　request-to-send：ＭＵ－ＲＴＳ）及び送信クリア（clear-to-send：ＣＴＳ、送
信可）に関する。いくつかの実施例は、利用可能性レポートを伴うＭＵ－ＲＴＳに関する
。いくつかの実施例は、トリガフレームの前に帯域幅利用可能性レポートに基づいてダウ
ンリンクリソースを再割り当てすることに関する。いくつかの実施例は、帯域幅表示フレ
ーム及び／又は帯域幅利用可能性トリガに関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）のリソースを効率的に使用することは、
ＷＬＡＮのユーザに対して帯域幅及び許容可能な応答時間を提供するために重要である。
しかしながら、多くの場合、同じリソースを共有しようとする多くのデバイスが存在し、
デバイス同士が干渉する場合がある。また、他の無線デバイスが利用可能なリソースを認
識することは、無線デバイスには難しいかもしれない。さらに、無線デバイスは、より新
しいプロトコル、及びレガシーデバイスプロトコルの両方で動作する必要があり得る。
【０００４】
　本開示は、同様の参照符号が同様の要素を示す添付の図面の図において、限定ではなく
一例として例示される。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】いくつかの実施例による無線ネットワークを例示する。
【図２】いくつかの実施例によるＭＵ－ＲＴＳ及びＭＵ－ＣＴＳの方法を例示する。
【図３】いくつかの実施例によるＣＴＳ応答を送信する方法を例示する。
【図４】いくつかの実施例によるＣＴＳ応答を送信する方法を例示する。
【図５】いくつかの実施例によるＣＴＳ応答を送信する方法を例示する。
【図６】いくつかの実施例によるＣＴＳ応答を送信する方法を例示する。
【図７】いくつかの実施例によるＣＴＳ応答を送信する方法を例示する。
【図８】いくつかの実施例によるＣＴＳ応答を送信する方法を例示する。
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【図９】いくつかの実施例による帯域幅表示シグナリングを例示する。
【図１０】いくつかの実施例によるＣＴＳを送信する方法を例示する。
【図１１】いくつかの実施例によるトリガフレームを送信するための方法を例示する。
【図１２】いくつかの実施例による帯域幅利用可能性レポートのための方法を例示する。
【図１３】いくつかの実施例による帯域幅利用可能性レポートのための方法を例示する。
【図１４】いくつかの実施例による帯域幅利用可能性レポートの例を例示する。
【図１５】いくつかの実施例による帯域幅利用可能性レポートのための方法を例示する。
【図１６】いくつかの実施例による帯域幅利用可能性レポートを例示する。
【図１７】いくつかの実施例に従って、帯域幅利用可能性トリガがＭＵ－ＲＴＳの後に送
信され得ることを例示する。
【図１８】いくつかの実施例によるＨＥＷステーションを例示する。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　下記の説明及び図面は、特定の実施例を、当業者がそれらを実施することを可能にする
ために十分に例示する。他の実施例は、構造上の変更、論理的な変更、電気的な変更、処
理の変更及び他の変更を組み込み得る。いくつかの実施例の部分及び特徴は、他の実施例
の部分及び特徴に含まれ得るか、又は他の実施例の部分及び特徴と置き換わり得る。請求
項において明らかにされた実施例は、それらの請求項の全ての利用可能な等価物を網羅す
る。
【０００７】
　図１は、いくつかの実施例によるＷＬＡＮ１００を例示する。ＷＬＡＮは、ＡＰであり
得るマスタステーション１０２、複数の高効率無線（ＨＥＷ）（例えば、ＩＥＥＥ８０２
．１１ａｘ）ＳＴＡ１０４、及び複数のレガシー（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ｎ／ａ
ｃ）デバイス１０６を含み得る基本サービスセット（basis　service　set：ＢＳＳ）を
含むことができる。
【０００８】
　マスタステーション１０２は、ＩＥＥＥ８０２．１１を使用して送受信するためのＡＰ
であり得る。マスタステーション１０２は、基地局であってもよい。マスタステーション
１０２は、ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコルに加えて他の通信プロトコルを使用してもよ
い。ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコルは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘであってもよい。Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１プロトコルは、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）、時分割多元
接続（ＴＤＭＡ）、及び／又は符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）を使用することを含み得る
。ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコルは、多元接続技術を含むことができる。例えば、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１プロトコルは、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）、及び／又はマルチユー
ザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）を含むことができる。
【０００９】
　レガシーデバイス１０６は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｇ／ａｇ／ｎ／ａｃ、又は別の
レガシー無線通信標準のうちの１つ若しくは複数に従って動作することができる。レガシ
ーデバイス１０６は、ＳＴＡ又はＩＥＥＥ　ＳＴＡであってもよい。
【００１０】
　ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、例えば、セルラ電話、スマートフォン（smart　telephone）
、ハンドヘルド無線デバイス、無線眼鏡、無線腕時計、無線パーソナルデバイス、タブレ
ット、又はＩＥＥＥ８０２．１１ａｘプロトコルなどのＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル
若しくは別の無線プロトコルを使用して送受信することができる別のデバイスのような、
無線送受信デバイスであってもよい。いくつかの実施例では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、
高効率（ＨＥ）ステーションと呼ばれ得る。
【００１１】
　ＢＳＳ１００は、プライマリチャネル、及び１つ若しくは複数のセカンダリチャネル又
はサブチャネルで動作することができる。ＢＳＳ１００は、１つ又は複数のマスタステー
ション１０２を含むことができる。いくつかの実施例によれば、マスタステーション１０
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２は、セカンダリチャネル若しくはサブチャネル、又はプライマリチャネルのうちの１つ
又は複数上で、ＨＥＷデバイス１０４のうちの１つ又は複数と通信することができる。い
くつかの実施例によれば、マスタステーション１０２は、プライマリチャネル上でレガシ
ーデバイス１０６と通信する。いくつかの実施例によれば、マスタステーション１０２は
、セカンダリチャネルのうちの１つ又は複数上でＨＥＷデバイス１０４のうちの１つ又は
複数と、そしてプライマリチャネルのみを利用するとともにセカンダリチャネルのうちの
いずれも利用しないでレガシーデバイス１０６と、同時に通信するように構成されてもよ
い。
【００１２】
　マスタステーション１０２は、レガシーＩＥＥＥ８０２．１１通信技術に従ってレガシ
ーデバイス１０６と通信することができる。例示的な実施例では、マスタステーション１
０２は、同様に、レガシーＩＥＥＥ８０２．１１通信技術に従ってＨＥＷ　ＳＴＡ１０４
と通信するように構成されてもよい。レガシーＩＥＥＥ８０２．１１通信技術は、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ａｘ以前の任意のＩＥＥＥ８０２．１１通信技術のことを指してもよい。
【００１３】
　いくつかの実施例では、ＨＥＷフレームは、サブチャネルと同じ帯域幅を有するように
設定可能であり得る。いくつかの実施例では、サブチャネルは、下記、すなわち２０ＭＨ
ｚ、４０ＭＨｚ、若しくは８０ＭＨｚ、１６０ＭＨｚ、３２０ＭＨｚの連続帯域幅、又は
、８０＋８０ＭＨｚ（１６０ＭＨｚ）の非連続帯域幅のうちの１つの帯域幅を有すること
ができる。いくつかの実施例では、サブチャネルは、１ＭＨｚ、１．２５ＭＨｚ、２．０
ＭＨｚ、２．０２ＭＨｚ、２．５ＭＨｚ、５ＭＨｚ、及び１０ＭＨｚの帯域幅、若しくは
それらの組み合わせを有し得るか、又は、利用可能な帯域幅以下の別の帯域幅が、同様に
使用され得る。
【００１４】
　いくつかの実施例では、サブチャネルの帯域幅は、２０ＭＨｚ又は２５６トーンのサブ
チャネルによって間隔を空けられた、２６の倍数（例えば、２６、５２、１０４など）の
トーンである。いくつかの実施例では、サブチャネルは、２６個のトーンの倍数、又は２
０ＭＨｚの倍数である。いくつかの実施例では、２０ＭＨｚのサブチャネルは、２５６ポ
イントの高速フーリエ変換（ＦＦＴ）のために２５６個のトーンを含むことができる。Ｈ
ＥＷフレームは、ＭＵ－ＭＩＭＯに従うことができるいくつかの空間ストリームを送信す
るように構成されることができる。
【００１５】
　いくつかの実施例では、基本的な割り当て又はリソース単位は、２６個又は２４２個の
サブキャリアであってもよく、チャネル及びサブチャネルは、複数の基本リソース単位か
ら構成されてもよい。いくつかの実施例では、基本的な割り当て又はリソース単位は、２
４個から２５６個などの異なる数のサブキャリアであってもよい。いくつかの実施例では
、いくつかの基本リソースユニットに加えて、チャネル又はサブチャネルにおいて、１つ
又は複数の余ったサブキャリアが存在してもよい。
【００１６】
　他の実施例では、マスタステーション１０２、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４、及び／又はレガ
シーデバイス１０６は、同様に、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）２０００、ＣＤＭＡ２０
００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００エボリューションデータオプティマイズド（Evolution-Da
ta　Optimized：ＥＶ－ＤＯ）、暫定標準２０００（Interim　Standard　2000：ＩＳ－２
０００）、暫定標準９５（Interim　Standard　95：ＩＳ－９５）、暫定標準８５６（Int
erim　Standard　８５６：ＩＳ－８５６）、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）、
グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーションズ（ＧＳＭ（登録商標））、ＧＳ
Ｍ進化型高速データレート（Enhanced　Data　rates　for　GSM　Evolution：ＥＤＧＥ）
、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ無線アクセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（
すなわち、ワイマックス（Worldwide　Interoperability　for　Microwave　Access：Ｗ
ｉＭＡＸ）、ブルートゥース（登録商標）、又は他の技術のような、異なる技術を実装し
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得る。
【００１７】
　いくつかの実施例は、ＨＥＷ通信に関連する。いくつかのＩＥＥＥ８０２．１１ａｘの
実施例によれば、マスタステーション１０２は、ＨＥＷ制御期間の間に媒体の排他的制御
を受信するために（例えば、競合期間中に）無線媒体を求めて競合するように構成され得
るマスタステーションとして動作することができる。いくつかの実施例では、ＨＥＷ制御
期間は、送信機会（ＴＸＯＰ）と呼ばれ得る。マスタステーション１０２は、ＨＥＷ制御
期間の開始時に、トリガフレーム又はＨＥＷ制御及びスケジュール送信であってもよい、
ＨＥＷマスタ同期送信を送信することができる。マスタステーション１０２は、ＴＸＯＰ
の持続時間、及びサブチャネル情報を送信することができる。ＨＥＷ制御期間の間、ＨＥ
Ｗ　ＳＴＡ１０４は、ＯＦＤＭＡ又はＭＵ－ＭＩＭＯなどの非競合ベースの多元接続技術
に従って、マスタステーション１０２と通信することができる。これは、多元接続技術で
はなく、競合ベースの通信技術に従って装置が通信する従来のＷＬＡＮ通信とは異なる。
ＨＥＷ制御期間の間、マスタステーション１０２は、１つ又は複数のＨＥＷフレームを使
用してＨＥＷステーション１０４と通信することができる。ＨＥＷ制御期間の間、ＨＥＷ
　ＳＴＡ１０４は、マスタステーション１０２の動作範囲よりも小さいサブチャネル上で
動作することができる。ＨＥＷ制御期間の間、レガシーステーションは通信を控える。い
くつかの実施例によれば、マスタ同期送信の間、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、マスタ同期送
信中に無線媒体を求める競合から除外されているレガシーデバイス１０６と、無線媒体を
求めて競合し得る。
【００１８】
　いくつかの実施例では、ＨＥＷ制御期間中に使用される多元接続技術は、スケジュール
されたＯＦＤＭＡ技術であってもよいが、これは必要条件ではない。いくつかの実施例で
は、多元接続技術は、ＴＤＭＡ技術又は周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）技術とすること
ができる。いくつかの実施例では、多元接続技術は、ＳＤＭＡ技術であってもよい。
【００１９】
　マスタステーション１０２は、同様に、レガシーＩＥＥＥ８０２．１１通信技術に従っ
て、レガシーステーション１０６及び／又はＨＥＷステーション１０４と通信することが
できる。いくつかの実施例では、マスタステーション１０２は、同様に、レガシーＩＥＥ
Ｅ８０２．１１通信技術に従ってＨＥＷ制御期間外にＨＥＷステーション１０４と通信す
るように構成され得るが、これは必要条件ではない。
【００２０】
　例示的な実施例では、ＨＥＷデバイス１０４及び／又はマスタステーション１０２は、
図１から図１８に関連して本明細書で説明された方法及び機能を実行するように構成され
ている。
【００２１】
　図２は、いくつかの実施例によるＭＵ－ＲＴＳ及びＭＵ－ＣＴＳの方法２００を例示す
る。図２には、水平軸に沿った時間２０４と、垂直軸に沿った周波数２０２とが例示され
ている。方法２００は、マスタステーション１０２がＭＵ－ＲＴＳ段階２０６で送信する
動作２５０において開始することができる。マスタステーション１０２は、ＣＴＳパケッ
トを送信する要求の表示を１つ又は複数のＨＥＷ　ＳＴＡ１０４に送信することができる
。方法２００は、ＨＥＷ　ＳＴＡ　１０４がＭＵ－ＣＴＳ段階２０８で送信する動作２５
２に進行することができる。ＭＵ－ＣＴＳ段階２０８は、１つ又は複数のＨＥＷ　ＳＴＡ
１０４がＭＵ－ＣＴＳを送信することを含む。方法２００は、ダウンリンク（ＤＬ）ＭＵ
－データ２１０がマスタステーション１０２によって１つ又は複数のＨＥＷ　ＳＴＡ１０
４に送信される動作２５４に進行することができる。ＤＬ　ＭＵ－データ２１０を受信す
る１つ又は複数のＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、ＭＵ－ＣＴＳ段階２０８においてＭＵ－ＣＴ
Ｓを送信したＨＥＷ　ＳＴＡ１０４とは異なるＨＥＷ　ＳＴＡ　１０４のセットであって
もよい。ＤＬ　ＭＵ－データ２１０を受信する１つ又は複数のＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、
マスタステーション１０２によって送信されるＭＵ－ＲＴＳ段階２０６においてアドレス
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指定されたＨＥＷ　ＳＴＡ１０４とは異なるＨＥＷ　ＳＴＡ　１０４のセットであっても
よい。
【００２２】
　方法２００は、１つ又は複数のＨＥＷ　ＳＴＡがアップリンクマルチユーザ確認応答（
ＵＬ　ＭＵ－ＡＣＫ）２１２をマスタステーション１０２に送信する動作２５６に進行す
ることができる。方法２００は終了することができる。いくつかの実施例では、１つ又は
複数の動作が繰り返されてもよい。
【００２３】
　図３は、いくつかの実施例によるＣＴＳ応答を送信する方法を例示する。図３には、水
平軸に沿った時間３０４と、垂直軸に沿った周波数３０２とが例示されている。方法３０
０は、複数の２０ＭＨｚチャネル３０６上でＣＴＳ応答３１０を送信するＨＥＷ　ＳＴＡ
１０４を例示する。ＣＴＳ応答３１０は、複製されてもよく、その結果、ＣＴＳ応答３１
０．１はＣＴＳ応答３１０．２と同じであるが、しかし異なる２０ＭＨｚチャネル３０６
上で送信される。方法３５０は、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４が４つの連続する２０ＭＨｚチャ
ネル上でＣＴＳ応答３１２を送信して、８０ＭＨｚチャネル３０８を形成することを例示
する。いくつかの実施例では、異なる帯域幅が２０ＭＨｚチャネル３０６及び／又は８０
ＭＨｚチャネル３０８に対して使用されることができる。いくつかの実施例では、ＨＥＷ
　ＳＴＡ１０４は、異なる２０ＭＨｚチャネル３０６に対して異なるＣＴＳ応答３１０を
送信するように構成されてもよい。いくつかの実施例では、２０ＭＨｚチャネル３０６の
うちの１つは、プライマリチャネルであってもよい。例えば、２０ＭＨｚチャネル３０６
．１は、プライマリチャネルであってもよい。
【００２４】
　いくつかの実施例では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４及び／又はマスタステーション１０２は
、非連続的な２０ＭＨｚチャネル３０６上でＣＴＳ応答３１０を送信することができない
場合がある。例えば、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、２０ＭＨｚチャネル３０６．１及び２０
ＭＨｚチャネル３０６．３上で同時に送信することが、同様に２０ＭＨｚチャネル３０６
．２上で送信することなしではできないように制限されてもよい。
【００２５】
　図４から図７は、いくつかの実施例によるＣＴＳ応答を送信する方法を例示する。図４
から図７には、水平軸に沿った時間４０４と、垂直軸に沿った周波数４０２とが例示され
ている。周波数４０２は、異なるチャネルを含むことができる。例えば、図示のように、
周波数４０２は、４つの２０ＭＨｚチャネル４０６を含む。異なる帯域幅が使用されても
よいとともに、異なる数のチャネルが使用されてもよい。１つの２０ＭＨｚチャネル４０
６は、プライマリチャネルであってもよく、それは、図示のように、２０ＭＨｚチャネル
４０６．１である。１つの２０ＭＨｚチャネル４０６は、セカンダリチャネルであっても
よく、それは、図示のように、２０ＭＨｚチャネル４０６．２である。
【００２６】
　ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、ＣＴＳ応答４１０、５１０、６１０、７１０を送信する。図
示のように、ＣＴＳ応答４１０、５１０、６１０、７１０は同じであってもよいが、しか
し、いくつかの実施例では、ＣＴＳ応答４１０、５１０、６１０、７１０は、チャネルの
うちの１つ又は複数に対して異なっていてもよい。
【００２７】
　図８は、図４から図７に関連して開示されることになる。図８は、いくつかの実施例に
よるＣＴＳ応答を送信する方法を例示する。図８には、水平軸に沿った時間４０４と、垂
直軸に沿った周波数４０２とが例示されている。ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、２０ＭＨｚの
チャネル４０６の観測を行うことができる。観測は、例えば、２０ＭＨｚチャネル４０６
のクリアチャネル評価、ビジー状態、及び／又はＮＡＶ状態を含むことができる。観測に
よって、２０ＭＨｚチャネル４０６が利用不可能であるか、利用可能であるか、又は或る
実施例では不確定であると判断することができる。例えば、図示されているように、２０
ＭＨｚチャネル４０６．１、４０６．３、及び４０６．４は、それぞれ、８０２．１、８
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０２．２、及び８０２．３で利用可能である。２０ＭＨｚチャネル４０６．２は、利用不
可能８０４である。例えば、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、チャネル４０６．２が２０ＭＨｚ
チャネル４０６．２上で送信しないように表示するためにＮＡＶセットを有すると判定す
ることができるか、又はＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、クリアチャネル評価を実行し、２０Ｍ
Ｈｚチャネル４０６．２がクリアでないと判定することができる。
【００２８】
　いくつかの実施例では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、どの２０ＭＨｚチャネル４０６上で
マスタステーション１０２がＨＥＷ　ＳＴＡ１０４にパケットを送信しようとしているか
を知らない。ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、ＲＴＳ又はＭＵ－ＲＴＳに応答している可能性が
ある。ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、周期的に、又はＲＴＳ、ＭＵ－ＲＴＳ、トリガフレーム
、若しくは別のパケットに応答して、２０ＭＨｚチャネル４０６を観測しようと試みるこ
とができる。
【００２９】
　いくつかの実施例では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、チャネルの観測に基づいて利用可能
であると判定された２０ＭＨｚチャネル４０６上でのみＣＴＳ応答４１０、５１０、６１
０、７１０を送信することができる。いくつかの実施例では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、
観測に基づいて、及びＨＥＷ　ＳＴＡ１０４の制約に基づいて、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４が
送信できるのと、例えば、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４が連続した２０ＭＨｚチャネル４０６上
でのみ送信することができ得るのと同数の２０ＭＨｚチャネル４０６上でのみＣＴＳ応答
４１０、５１０、６１０、７１０を送信することを試みることができる。
【００３０】
　いくつかの実施例では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、連続する２０ＭＨｚチャネル４０６
上でのみ送信するように制限されてもよい。ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、最大の連続する帯
域幅上でＣＴＳ応答４１０、５１０、６１０、７１０を送信することを選択することがで
きる。例えば、図４において、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、それぞれ、ＣＴＳ応答４１０．
１及び４１０．２を含んで、２０ＭＨｚチャネル４０６．２及び４０６．３上で送信する
ことを選択することができる。
【００３１】
　いくつかの実施例では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、プライマリ２０ＭＨｚチャネル４０
６．１上で送信するように構成されてもよく、プライマリ２０ＭＨｚチャネル４０６．１
を含む最大数の連続する２０ＭＨｚチャネル４０６上で送信してもよい。例えば、図５に
おいて、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、それぞれ、プライマリ２０ＭＨｚチャネル４０６．１
及びセカンダリ２０ＭＨｚチャネル４０６．２上でＣＴＳ応答５１０．１及び５１０．２
を送信することができる。ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、２０ＭＨｚチャネル４０６．３が利
用できなかった可能性があるので、２０ＭＨｚチャネル４０６．３上で送信しなかった可
能性がある。ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、２０ＭＨｚチャネル４０６．４が利用可能な２０
ＭＨｚチャネル４０６と連続していなかったので、２０ＭＨｚチャネル４０６．４上で送
信しなかった可能性がある。
【００３２】
　図６では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、プライマリ２０ＭＨｚチャネル４０６を含むよう
にＣＴＳ応答６１０．１及び６１０．２を送信する。図６では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は
、連続した２０ＭＨｚチャネル４０６上でのみ送信するように制約されていない。
【００３３】
　図７では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、連続する２０ＭＨｚチャネル４０６上でのみＣＴ
Ｓ応答７１０を送信するように制約されていない。ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、それぞれ、
２０ＭＨｚチャネル４０６．１、４０６．３、及び４０６．４上でＣＴＳ応答７１０．１
、７１０．２、及び７１０．３をそれぞれ送信することができる。ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４
は、観測により２０ＭＨｚチャネル４０６．２が利用不可能であると判断できるので、２
０ＭＨｚチャネル４０６．２上で送信することはできない。
【００３４】
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　いくつかの実施例では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、ＣＴＳ応答４１０、５１０、６１０
、７１０が必要とされない２０ＭＨｚチャネル４０６上で、ＣＴＳ応答４１０、５１０、
６１０、７１０を送信することができる（例えば、マスタステーション１０２は、２０Ｍ
Ｈｚチャネル４０６上でデータを送信しなくてもよい）か、又はＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は
、ＣＴＳ応答４１０、５１０、６１０、７１０を必要とする２０ＭＨｚチャネル４０６上
で、ＣＴＳ応答４１０、５１０、６１０、７１０を送信しなくてもよい（例えば、２０Ｍ
Ｈｚチャネル４０６が利用不可能であると観測され得るか、又はＨＥＷ　ＳＴＡ１０４が
、連続する２０ＭＨｚチャネル４０６上でのみ送信するように制約され得るとともに、マ
スタステーション１０２がＨＥＷ　ＳＴＡ１０４にデータを送信するために使用する２０
ＭＨｚチャネル４０６を選択していない可能性がある）。
【００３５】
　図９は、いくつかの実施例による帯域幅表示シグナリング９００、９５０を例示する。
帯域幅表示シグナリング９００は、帯域幅９０２、及び（複数の）ステーション９０４を
含むことができる。帯域幅９０２は、帯域幅の表示であることができ、（複数の）ステー
ション９０４は、１つ又は複数のＨＥＷステーション１０４の表示であることができる。
帯域幅表示シグナリング９００、９５０は、マスタステーション１０２から１つ又は複数
のＨＥＷ　ＳＴＡ１０４へのパケットに含まれて、マスタステーション１０２が送信しよ
うとする帯域幅を示すことができる。
【００３６】
　帯域幅表示シグナリング９５０は、８０ＭＨｚ帯域幅に対する帯域幅表示シグナリング
９００の一例である。プライマリ２０ＭＨｚ帯域の表示９０６は、プライマリ２０ＭＨｚ
帯域が使用されることになるかどうかの表示であり得る。ステーションのリスト９０８、
９１２、９１６、９２０は、帯域が使用されることになることを帯域が表示する場合に、
どのステーションが対応する帯域９０６、９１０、９１４、９１８上でＣＴＳを送信する
べきかの表示であり得る。ステーションのリスト９０８、９１２、９１６、９２０は、マ
スタステーション１０２が、帯域９０６、９１０、９１４、９１８の対応する表示上でど
のステーションに対してデータを送信しようとするかの表示であり得る。
【００３７】
　同様に、セカンダリ２０ＭＨｚ帯域の表示９１０、セカンダリ４０ＭＨｚ帯域内の上側
２０ＭＨｚの表示、セカンダリ４０ＭＨｚ帯域内の下側２０ＭＨｚの表示は、セカンダリ
２０ＭＨｚ帯域、セカンダリ４０ＭＨｚ帯域内の上側２０ＭＨｚ、及びセカンダリ４０Ｍ
Ｈｚ帯域内の下側２０ＭＨｚのそれぞれが、使用されることになるかどうかの表示であり
得る。
【００３８】
　図１０は、いくつかの実施例によるＣＴＳを送信する方法１０００を例示する。方法１
０００は、任意に、帯域幅表示を受信する動作１００２において開始することができる。
例えば、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４及び／又はマスタステーション１０２は、帯域幅表示シグ
ナリング９００、９５０を受信することができる。
【００３９】
　方法１０００は、任意に、チャネルを観測する動作１００４に進行することができる。
例えば、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、図８に関連して開示されるように、観測を実行するこ
とができる。
【００４０】
　方法１０００は、ＣＴＳを送信するためのチャネルを判定する動作１００６に進行する
ことができる。例えば、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、観測に基づいて、チャネル上で送信す
るかどうかを判定することができる。ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、利用可能であると観測さ
れたチャネル上でのみＣＴＳを送信することができる。いくつかの実施例では、ＨＥＷ　
ＳＴＡ１０４は、帯域幅表示シグナリングで表示されたチャネル上でのみ送信することが
できる。いくつかの実施例では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、帯域幅表示シグナリングに表
示されたチャネル、及び利用可能であると観測されたチャネル上でのみ送信することがで
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きる。いくつかの実施例では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、連続するチャネル上でのみＣＴ
Ｓを送信することができる。いくつかの実施例では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、帯域幅表
示シグナリングで表示されたチャネル、利用可能であると観測されたチャネル、及び連続
するチャネル上でのみ送信することができる。２つ以上の連続する２０ＭＨｚ帯域がある
場合、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、下記のこと、すなわち最大の連続するチャンネルを選択
すること、連続するチャンネルをランダムに選択すること、プライマリチャネルを含む連
続するチャネルを選択することのうちの１つ又は複数を行うことを選択することができる
【００４１】
　方法１０００は継続し得る。判定されたチャネル上でＣＴＳを送信する動作１０１０で
は、ＣＴＳを送信するための少なくとも１つのチャネルが存在する。例えば、ＨＥＷ　Ｓ
ＴＡ１０４は、動作１００８において、どのチャネルを送信するかを判定し、次に動作１
０１０において、判定されたチャネルで送信することができる。ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は
、各チャネル上で別々のＣＴＳを送信してもよいか、又は２つ以上のチャネルの帯域幅を
有するＣＴＳを送信してもよい。動作１００８において、ＣＴＳを送信するチャネルがな
い場合、その場合に方法１０００は動作１００２に戻ることができる。動作１０１０にお
いて、方法１０００は、動作１００２に戻ることができる。
【００４２】
　図１１は、いくつかの実施例によるトリガフレームを送信するための方法を例示する。
方法１１００は、オリジナルの割り当てを生成する動作１１０１において開始することが
できる。例えば、マスタステーション１０２は、１つ又は複数のＨＥＷ　ＳＴＡ１０４の
ための送信機会を対象としたオリジナルの割り当てを生成することができる。送信機会は
、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４とのチャネルの割り当て、及び送信機会の持続時間を含むことが
できる。
【００４３】
　方法１１００は、任意に、帯域幅利用可能性トリガを送信する動作１１０２に進行する
ことができる。例えば、マスタステーション１０２は、図１２に関連して開示されるよう
に、帯域幅利用可能性トリガ１２０６を送信することができる。
【００４４】
　方法１１００は、任意に、帯域幅利用可能性レポートを受信する動作１１０３に進行す
ることができる。例えば、マスタステーション１０２は、図１２に関連して開示されるよ
うに、帯域幅利用可能性レポート１２０８を受信することができる。
【００４５】
　方法１１００は、任意に、ＭＵ－ＲＴＳを送信するか？を含む動作１１０４に進行する
ことができる。例えば、マスタステーション１０２は、帯域幅利用可能性レポート１２０
８を受信しないこと、又は受信した帯域幅利用可能性レポート１２０８に基づいて、送信
機会を継続しないこと、及び／又はＭＵ－ＲＴＳを送信しないことを判定することができ
る。方法１１００は、マスタステーション１０２がＭＵ－ＲＴＳを送信しないと決定した
場合、動作１１０１に戻るか、又は終了することができる。
【００４６】
　方法１１００は、ＭＵ－ＲＴＳを送信する動作１１０５に進行することができる。例え
ば、マスタステーション１０２は、本明細書で開示されるように、ＭＵ－ＲＴＳを送信す
ることができる。マスタステーション１０２は、プライマリチャネル上でのみＭＵ－ＲＴ
Ｓを送信することができるか、又は複数のチャネル上でＭＵ－ＲＴＳを繰り返すことがで
きる。マスタステーション１０２は、受信された帯域幅利用可能性レポートに基づいて、
どのチャネル及び／又はどのＨＥＷステーション１０４にＭＵ－ＲＴＳを送信するかを判
定することができる。例えば、マスタステーション１０２は、利用可能でないと表示され
ているチャネルに対してＭＵ－ＲＴＳを送信しなくてもよい。
【００４７】
　方法１１００は、ＣＴＳ応答を受信する動作１１０６に進行することができる。例えば
、マスタステーション１０２は、ＨＥＷステーション１０２から任意のＣＴＳ応答を受信
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することができる。マスタステーション１０２は、各２０ＭＨｚチャネル上のＣＴＳ応答
を復号することができる。マスタステーション１０２は、帯域幅、例えば８０ＭＨｚ、１
６０ＭＨｚ、又は３２０ＭＨｚ上でＣＴＳ応答を受信することができる。
【００４８】
　方法１１００は、オリジナルの割り当てを変更するかどうかを判定する動作１１０８に
進行する。例えば、マスタステーション１０２は、プライマリチャネル上にはＣＴＳ応答
が存在しないことを判定することができる。マスタステーション１０２は、送信機会を停
止し、コンテンションフリーエンド（ＣＦ－ｅｎｄ）を送信することを決定することもあ
り得る。マスタステーション１０２は、プライマリチャネル上の割り当てを変更し、プラ
イマリチャネル上に追加のステーションを追加することを決定することもあり得る。マス
タステーション１０２は、ＭＵ－ＲＴＳを送信する前に、追加のＨＥＷ　ＳＴＡ１０４の
ための追加のパケットを用意して、その結果パケットがすぐに送信できるようにしてもよ
い。マスタステーション１０２は、送信機会のために、プライマリチャネルの持続時間を
満たすことになる別のフレームを送信することを決定することもあり得る。
【００４９】
　マスタステーション１０２は、たとえプライマリチャネル上にＣＴＳ応答が存在しない
場合であっても、オリジナルの割り当てを継続することを決定することができる。いくつ
かの実施例では、マスタステーション１０２は、どのチャネル上にもＣＴＳ応答が存在し
ない場合、ＣＦ－ｅｎｄを送信することを決定することができる。マスタステーション１
０２がプライマリチャネル上でＣＴＳ応答を受信しないが、しかし別のチャネル上で１つ
又は複数のＣＴＳ応答を受信した場合、その場合にマスタステーション１０２は、プライ
マリチャネルに対する割り当て、及び任意にＣＴＳが受信されなかった他のチャネルに対
する割り当てを変更することによって、オリジナルの割り当てを変更することを決定する
ことができる。マスタステーション１０２は、予備の割り当て（contingency　allocatio
n）を準備することができる。いくつかの実施例では、プライマリチャネル上でＣＴＳが
受信されない場合、マスタステーション１０２は、プライマリチャネル上で別のフレーム
を送信することができる。
【００５０】
　マスタステーション１０２が所与の２０ＭＨｚチャネル上でＣＴＳ応答を観測しないが
、しかし少なくとも１つのチャネル上でＣＴＳ応答を受信した場合、次いで、マスタステ
ーション１０２は下記を実行することができる。マスタステーション１０２は、ＣＴＳ応
答が存在しない任意のチャネルに対する割り当てを変更することができる。マスタステー
ション１０２は、ＣＴＳ応答が受信されなかったチャネル上で送信しないことを決定する
ことができる。マスタステーション１０２は、マスタステーション１０２がＣＴＳ応答を
受信した任意のチャネル上で送信することを決定することができる。
【００５１】
　方法１１００は、オリジナルの割り当てを変更する動作１１１０に進行する。マスタス
テーション１０２がオリジナルの割り当てを変更しないことを判定した場合、次いで、方
法１１００は、オリジナルの割り当てを有するトリガフレームを送信する動作１１１２に
進行する。
【００５２】
　マスタステーション１０２がオリジナルの割り当てを変更することを判定した場合、次
いで、方法１１００は、任意に、ＴＸＯＰを打ち切るかどうかを判定する動作１１１４に
進行する。例えば、マスタステーション１０２がＴＸＯＰを打ち切ると判定した場合、次
いで、方法１１００は、ＴＸＯＰを打ち切る動作１１１６に進行する。例えば、マスタス
テーション１０２は、ＣＦ－ｅｎｄを送信することができる。動作１１１４において、マ
スタステーション１０２がＴＸＯＰを打ち切らないと判定した場合、次いで、方法１１０
０は、オリジナルの割り当てを変更する動作１１１８に進行する。例えば、マスタステー
ション１０２は、上述したように、オリジナルの割り当てを変更することができるか、又
はいくつかの実施例では、マスタステーション１０２は、新しい割り当てを作成すること
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ができる。いくつかの実施例では、マスタステーション１０２は、各チャネルに対して予
備（contingency）を有する割り当てを生成することができる。
【００５３】
　方法1100は、新しい割り当てに従って送信する動作1120に進行することができる。例え
ば、マスタステーション102は、オリジナルの割り当てを変更し、新しい割り当てを有す
る第2のトリガフレームを送信することができる。いくつかの実施例では、オリジナルの
割り当てが送信された可能性があり、マスタステーション102は、新しい割り当てを送信
することにより、オリジナルの割り当てとは異なる割り当てによって単に送信することが
できる。方法1100は終了することができる。
【００５４】
　いくつかの実施例では、マスタステーション１０２は、ＣＴＳ応答を受信してオリジナ
ルの割り当てを変更した後にのみＳＩＦＳ時間を有する。いくつかの実施例では、マスタ
ステーション１０２は、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４からのＣＴＳ応答を区別することができな
い。例えば、いくつかの実施例では、ＣＴＳ応答は送信機アドレスを含まない。他の例で
は、ＣＴＳ応答は相互に干渉し得る。
【００５５】
　図１２は、いくつかの実施例による帯域幅利用可能性レポートのための方法１２００を
例示する。図１２には、水平軸に沿った時間１２０４と、垂直軸に沿った周波数１２０２
とが例示されている。方法１２００は、帯域幅利用可能性トリガ１２０６を送信する動作
１２５０において開始することができる。例えば、マスタステーション１０２は、帯域幅
利用可能性トリガ１２０６を複数のＨＥＷ　ＳＴＡ１０４に送信することができる。いく
つかの実施例では、応答のためのＨＥＷ　ＳＴＡ１０４及びリソース割り当ては、帯域幅
利用可能性トリガ１２０６に表示される。いくつかの実施例では、帯域幅利用可能性トリ
ガ１２０６は、帯域幅ポーリングと呼ばれてもよい。帯域幅利用可能性トリガ１２０６は
、総計の帯域幅の表示を含むことができる。帯域幅利用可能性トリガ１２０６は、別のパ
ケットと結合されることができる。帯域幅利用可能性トリガ１２０６は、複数のチャネル
上で送信されることができる。帯域幅利用可能性トリガ１２０６は、帯域幅利用可能性レ
ポート１２０８のためのＨＥＷ　ＳＴＡ１０４及びリソース割り当ての表示を含むことが
できる。例えば、リソース割り当ては、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４が帯域幅利用可能性レポー
ト１２０８を送信するための５ＭＨｚのチャネルを表示することができる。
【００５６】
　方法１２００は、１つ又は複数のＨＥＷ　ＳＴＡ１０４が帯域幅利用可能性レポート１
２０８を送信する動作１２５２に進行することができる。ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、帯域
幅利用可能性トリガ１２０６に表示されるリソース割り当てに従って帯域幅利用可能性レ
ポートを送信することができる。帯域幅利用可能性レポート１４００及び１４５０は、帯
域幅利用可能性レポート１２０８の例であり、図１４と関連して説明される。いくつかの
実施例では、例えば、図１５に関連して説明されたように、帯域幅利用可能性レポート１
２０８は、レガシープリアンブル、及び帯域幅利用可能性トリガ１２０６におけるリソー
ス割り当てに従って送信される高効率（ＨＥ）プリアンブルのみを含むことができる。方
法１２００は終了することができる。
【００５７】
　図１３は、いくつかの実施例による帯域幅利用可能性レポートのための方法１３００を
例示する。図１３には、水平軸に沿った時間１３０４と、垂直軸に沿った周波数１３０２
とが例示されている。２つの２０ＭＨｚチャネル１３０６．１及び１３０６．２が例示さ
れているが、より多いか又はより少ないチャネルがシグナリングされてもよい。
【００５８】
　方法１３００は、マスタステーション１０２が帯域幅利用可能性トリガ１３０８．１及
び１３０８．２を送信する動作１３５０において開始する。帯域幅利用可能性トリガ１３
０８は、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４の各々が帯域幅利用可能性レポート１３１４を送信するた
めのサブチャネルであり得るリソース割り当てに加えて、
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４つのＨＥＷ　ＳＴＡ１０４の表示を含み得る。
【００５９】
　方法１３００は、ＳＴＡ１及びＳＴＡ２による共通レガシープリアンブル１３１０．１
、並びにＳＴＡ４による共通レガシープリアンブル１３１０．２を伴う動作１３５２に進
行する。ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、ＳＴＡ３、及びＳＴＡ４は、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４であっ
てもよい。ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、及びＳＴＡ４は、帯域幅利用可能性トリガ１３０８にお
けるリソース割り当てに従って共通レガシープリアンブルを送信した。ＳＴＡ３は、帯域
幅利用可能性トリガ１３０８．１及び１３０８．２に表示されているにもかかわらず、応
答しなかった。ＳＴＡ３は、帯域幅利用可能性トリガ１３０８を受信していない可能性が
ある。
【００６０】
　他のＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、帯域幅利用可能性トリガ１３０８を受信しているかもし
れないが、それらが帯域幅利用可能性トリガ１３０８に表示されていないので、応答して
いない可能性がある。
【００６１】
　方法１３００は、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４が、ＳＴＡ１によるＨＥ－プリアンブル１３１
２．１を送信し、ＳＴＡ２によるＨＥ－プリアンブル１３１２．２を送信し、ＳＴＡ４に
よるＨＥ－プリアンブル１３１２．３を送信する動作１３５４に進行することができる。
ＳＴＡ１は、帯域幅利用可能性トリガ１３０８．１におけるリソース割り当てに従って、
ＳＴＡ１によるＨＥ－プリアンブル１３１２．１を送信することができる。ＳＴＡ２は、
帯域幅利用可能性トリガ１３０８．１におけるリソース割り当てに従って、ＳＴＡ２によ
るＨＥ－プリアンブル１３１２．２を送信することができる。ＳＴＡ４は、帯域幅利用可
能性トリガ１３０８．１におけるリソース割り当てに従って、ＳＴＡ４によるＨＥ－プリ
アンブル１３１２．３を送信することができる。
【００６２】
　方法１３００は、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４が、ＳＴＡ１による帯域幅利用可能性レポート
１３１４．１を送信し、ＳＴＡ２による帯域幅利用可能性レポート１３１４．２を送信し
、ＳＴＡ４による帯域幅利用可能性レポート１３１４．３を送信する動作１３５６に進行
することができる。例えば、ＳＴＡ１は、帯域幅利用可能性トリガ１３０８．１における
リソース割り当てに従って、帯域幅利用可能性レポート（例えば、１４００、１４５０）
を送信することができる。ＳＴＡ２は、帯域幅利用可能性トリガ１３０８．１におけるリ
ソース割り当てに従って、帯域幅利用可能性レポート（例えば、１４００、１４５０）を
送信することができる。ＳＴＡ４は、帯域幅利用可能性トリガ１３０８．１におけるリソ
ース割り当てに従って、帯域幅利用可能性レポート（例えば、１４００、１４５０）を送
信することができる。方法１３００は終了することができる。
【００６３】
　図１４は、いくつかの実施例による帯域幅利用可能性レポート１４００、１４５０の例
を例示する。帯域幅利用可能性レポート１４００は、帯域の表示１４０２、及び利用可能
性の表示１４０４を含むことができる。帯域幅利用可能性レポート１４５０は、帯域幅利
用可能性レポートの別の例である。例えば、帯域の表示１４０２は、レポートが８０ＭＨ
ｚのためのものであることを表示し得る。例えば、帯域の表示１４０６は、８０ＭＨｚ帯
域を表示する。いくつかの実施例では、帯域の表示１４０２は、通信標準によって暗示さ
れ得るか、又は帯域幅利用可能性トリガ（例えば、１２０６）において表示され得る。
【００６４】
　利用可能性の表示１４０４は、チャネル利用可能性のビットマップであってもよい。例
えば、１４０８は、「１」を表示し、それは、プライマリチャネルが利用可能であること
を表示し得る。１４１０は、セカンダリ２０ＭＨｚチャネルが利用可能でないことを表示
し得る。１４１２は、下側４０ＭＨｚにおける上側２０ＭＨｚが利用可能でないことを表
示し得る。１４１４は、下側４０ＭＨｚにおける下側２０ＭＨｚが利用可能でないことを
表示し得る。
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【００６５】
　図１５は、いくつかの実施例による帯域幅利用可能性レポートのための方法１５００を
例示する。図１５には、水平軸に沿った時間１５０４と、垂直軸に沿った周波数１５０２
とが例示されている。２つの２０ＭＨｚチャネル１５０６．１及び１５０６．２が例示さ
れているが、より多いか又はより少ないチャネルがシグナリングされてもよい。
【００６６】
　方法１５００は、マスタステーション１０２が帯域幅利用可能性トリガ１５０８．１及
び１５０８．２を送信する動作１５５０において開始する。帯域幅利用可能性トリガ１５
０８は、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４の各々が帯域幅利用可能性レポート１３１４を送信するた
めのサブチャネルであり得るリソース割り当てに加えて、４つのＨＥＷ　ＳＴＡ１０４（
ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、ＳＴＡ３、及びＳＴＡ４）の表示を含み得る。ＳＴＡは、ＨＥＷ　
ＳＴＡ１０４であってもよい。
【００６７】
　方法１５００は、ＳＴＡ１及びＳＴＡ２による共通レガシープリアンブル１５１０．１
、並びにＳＴＡ４による共通レガシープリアンブル１５１０．２を伴う動作１５５２に進
行する。ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、及びＳＴＡ４は、帯域幅利用可能性トリガ１５０８におけ
るリソース割り当てに従って共通レガシープリアンブルを送信した。ＳＴＡ３は、帯域幅
利用可能性トリガ１５０８．１及び１５０８．２に表示されているにもかかわらず、応答
しなかった。ＳＴＡ３は、帯域幅利用可能性トリガ１５０８を受信していない可能性があ
る。
【００６８】
　他のＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、帯域幅利用可能性トリガ１５０８を受信しているかもし
れないが、それらが帯域幅利用可能性トリガ１５０８に表示されていないので、応答して
いない可能性がある。
【００６９】
　方法１５００は、ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、及びＳＴＡ４が、それぞれ、ＳＴＡ１によるＨ
Ｅ－プリアンブル１５１２．１を送信し、ＳＴＡ２によるＨＥ－プリアンブル１５１２．
２を送信し、ＳＴＡ４によるＨＥ－プリアンブル１５１２．３を送信する動作１５５４に
進行する。マスタステーション１０２は、帯域幅利用可能性トリガ１５０８に表示された
リソース割り当てに従って送信されているＨＥ－プリアンブルを、チャネルが利用可能で
あるという表示として解釈することができる。ＳＴＡ３が２０ＭＨｚ１５０６．２のサブ
チャネル１及びサブチャネル２上でＨＥ－プリアンブルを送信しないということは、ＳＴ
Ａ３が帯域幅利用可能性トリガ１５０８を受信しなかったか、又はＳＴＡ３に対する帯域
幅利用可能性トリガ１５０８に表示されたチャネルが利用可能ではない、ということを示
す。マスタステーション１０２は、ＳＴＡからの応答を解釈し、その応答に基づいてリソ
ース割り当てを決定することができる。方法１５００は終了することができる。
【００７０】
　図１６は、いくつかの実施例による帯域幅利用可能性レポート１６０８を例示する。図
１６には、水平軸に沿った時間１６０４と、垂直軸に沿った周波数１６０２とが例示され
ている。マスタステーション１０２は、本明細書で開示されるように、帯域幅利用可能性
トリガ１６０６を送信することができる。マスタステーション１０２は、帯域幅利用可能
性レポート１６０８を超えて延びるとともに、ＭＵ－ＲＴＳ１６１０まで持続するか、又
はＭＵ－ＲＴＳ１６１０を超える持続時間を有するように、ＮＡＶ１６１２を設定するこ
とができる。
【００７１】
　図１７は、いくつかの実施例に従って、帯域幅利用可能性トリガ１７１４がＭＵ－ＲＴ
Ｓ１７１０の後に送信され得ることを例示する。マスタステーション１０２は、１つ又は
複数のＨＥＷ　ＳＴＡ１０４にＭＵ－ＲＴＳ１７１０を送信することができる。１つ又は
複数のＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、ＣＴＳ１７１２によって応答することができる。次いで
、マスタステーション１０２は、帯域幅利用可能性トリガ１７１４を送信することができ
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る。その後、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０４は、帯域幅利用可能性レポート１７１６によって応答
することができる。代替の実施例では、帯域幅利用可能性トリガ１７１４は、ＭＵ－ＲＴ
Ｓ１７１０の前に送信されてもよい。
【００７２】
　図１８は、いくつかの実施例によるＨＥＷステーション１８００を例示する。ＨＥＷス
テーション１８００は、レガシーデバイス１０６（図１）と通信するだけでなく、ＨＥＷ
ステーション１０４（図１）又はマスタステーション１０２（図１）のような１つ又は複
数の他のＨＥＷステーションと通信するように構成され得るＨＥＷ準拠デバイスであり得
る。ＨＥＷステーション１８００は、マスタステーション１０２又はアクセスポイントで
あってもよい。ＨＥＷステーション１０４及びレガシーデバイス１０６は、同様に、それ
ぞれ、ＨＥＷデバイス及びレガシーステーション（ＳＴＡ）と呼ばれてもよい。ＨＥＷス
テーション１８００は、アクセスポイント１０２（図１）又はＨＥＷステーション１０４
（図１）として動作するのに適当であり得る。実施例によれば、ＨＥＷステーション１８
００は、とりわけ、送信／受信要素１８０１（例えば、アンテナ）、トランシーバ１８０
２、物理レイヤ（ＰＨＹ）回路１８０４、及び媒体アクセス制御レイヤ回路（ＭＡＣ）１
８０６を含むことができる。ＰＨＹ１８０４及びＭＡＣ１８０６は、ＨＥＷ準拠のレイヤ
であってもよく、また、同様に、１つ又は複数のレガシーＩＥＥＥ８０２．１１標準に準
拠してもよい。
【００７３】
　ＭＡＣ１８０６は、物理プロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）を設定するように構成
されてもよく、とりわけ、ＰＰＤＵを送受信するように構成されてもよい。ＨＥＷステー
ション１８００は、同様に、本明細書で説明される様々な動作を実行するように構成され
た他の回路１８０８及びメモリ１８１０を含むことができる。回路１８０８は、トランシ
ーバ１８０２に結合されてもよく、トランシーバ１８０２は、送信／受信要素１８０１に
結合されてもよい。図１８は、回路１８０８及びトランシーバ１８０２を別個の構成要素
として示しているが、回路１８０８及びトランシーバ１８０２は、電子パッケージ又はチ
ップ内に一体化されていてもよい。
【００７４】
　いくつかの実施例では、ＭＡＣ１８０６は、ＨＥＷ制御期間の間に媒体の制御を受信し
、ＨＥＷ　ＰＰＤＵを構成するために、競合期間中に無線媒体を求めて競合するように構
成されてもよい。いくつかの実施例では、ＭＡＣ１８０６は、チャネル競合設定、送信電
力レベル、及びクリアチャネル評価（ＣＣＡ）レベルに基づいて、無線媒体を求めて競合
するように構成されてもよい。
【００７５】
　ＰＨＹ１８０４は、ＨＥＷ　ＰＰＤＵを送信するように構成されることができる。ＰＨ
Ｙ１８０４は、変調／復調、アップコンバージョン／ダウンコンバージョン、フィルタリ
ング、増幅などのための回路を含むことができる。いくつかの実施例では、回路１８０８
は、１つ又は複数のプロセッサを含むことができる。回路１８０８は、ＲＡＭ若しくはＲ
ＯＭに格納された命令に基づいて、又は専用回路に基づいて、機能を実行するように構成
されることができる。
【００７６】
　いくつかの実施例では、回路１８０８は、図１から図１８に関連して本明細書で説明さ
れるとともに、本明細書に開示される機能のうちの１つ又は複数を実行するように構成さ
れてもよい。
【００７７】
　いくつかの実施例では、２つ以上のアンテナ１８０１は、ＰＨＹ１８０４に結合される
とともに、ＨＥＷパケットの送信を含む信号を送受信するように構成され得る。ＨＥＷス
テーション１８００は、ＨＥＷ　ＰＰＤＵのようなデータ、及びＨＥＷステーション１８
００がパケットに含まれる設定に従ってチャネル競合設定を適合させるべきであるという
表示を含むパケットを送受信するためのトランシーバ１８０２を含み得る。メモリ１８１
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０は、ＨＥＷパケットを構成及び送信するための動作を実行するように他の回路を構成す
るための、そして図１から図１８に関連して本明細書で説明された様々な動作を実行する
ための情報を記憶し得る。
【００７８】
　いくつかの実施例では、ＨＥＷステーション１８００は、マルチキャリア通信チャネル
を介してＯＦＤＭ通信信号を使用して通信するように構成されてもよい。いくつかの実施
例では、開示された実施例の範囲は、それらが同様に他の技術並びに標準に従って通信を
送信及び／又は受信するのに適しているので、この点において限定されないが、ＨＥＷス
テーション１８００は、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）の、ＩＥＥＥ８０２．１１－２０
１２、８０２．１１ｎ－２００９、８０２．１１ａｃ－２０１３、８０２．１１ａｘ、Ｄ
ｅｎｓｉＦｉを含んでいる標準、ＷＬＡＮについての標準及び／若しくは提案された仕様
書、又は図１に関連して説明された他の標準のような、１つ又は複数の特定の通信標準に
従って通信するように構成されてもよい。いくつかの実施例では、ＨＥＷステーション１
８００は、８０２．１１ｎ又は８０２．１１ａｃの４ｘシンボル期間を使用することがで
きる。
【００７９】
　いくつかの実施例では、ＨＥＷステーション１８００は、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無
線通信機能を有するラップトップ若しくはポータブルコンピュータ、ウェブタブレット、
無線電話、スマートフォン、ワイヤレスヘッドセット、ページャ、インスタントメッセー
ジングデバイス、デジタルカメラ、アクセスポイント１０２、テレビ受像機、医療機器（
例えば、心拍数モニタ、血圧モニタなど）、基地局、８０２．１１若しくは８０２．１６
のような無線標準のための送信／受信デバイス、又は情報を無線で受信及び／又は送信す
ることができる他のデバイスのような、携帯無線通信デバイスの一部であってもよい。い
くつかの実施例では、モバイルデバイスは、キーボード、ディスプレイ、不揮発性メモリ
ポート、複数のアンテナ１８０１、グラフィックスプロセッサ、アプリケーションプロセ
ッサ、スピーカ、及び他のモバイルデバイス要素のうちの１つ又は複数を含むことができ
る。ディスプレイは、タッチスクリーンを含むＬＣＤスクリーンであってもよい。
【００８０】
　アンテナ１８０１は、例えばダイポールアンテナ、モノポールアンテナ、パッチアンテ
ナ、ループアンテナ、マイクロストリップアンテナ、又はＲＦ信号の送信に適した他のタ
イプのアンテナを含んでいる、１つ若しくは複数の指向性又は無指向性アンテナを含むこ
とができる。いくつかの多入力多出力（ＭＩＭＯ）の実施例では、アンテナ１８０１は、
空間ダイバーシティ、そして結果として生じる異なるチャネル特性を利用するために、効
果的に分離されてもよい。
【００８１】
　デバイス１８００はいくつかの別々の機能要素を有するものとして例示されているが、
１つ又は複数の機能要素は、組み合わされることができるとともに、デジタル信号プロセ
ッサ（ＤＳＰ）を含む処理要素などのソフトウェア設定要素、及び／又は他のハードウェ
ア要素の組み合わせによって実施されることができる。例えば、いくつかの要素は、１つ
又は複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰ
ＧＡ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、無線周波数集積回路（ＲＦＩＣ）、並びに
少なくとも本明細書において説明された機能を実行するための様々なハードウェア及び論
理回路の組み合わせを含む。いくつかの実施例では、機能要素は、１つ又は複数の処理要
素上で動作する１つ又は複数のプロセスのことを指してもよい。
【００８２】
　いくつかの実施例は、ソフトウェア及び／又はファームウェアで、完全に又は部分的に
実装されてもよい。このソフトウェア及び／又はファームウェアは、非一時的なコンピュ
ータ読み取り可能な記憶媒体中又は非一時的なコンピュータ読み取り可能な記憶媒体上に
含まれる命令の形態をとることができる。次に、これらの命令は、本明細書で説明される
動作の実行を可能にするために、１つ又は複数のプロセッサによって読み取られて、実行
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されてもよい。これらの命令は、その場合に、１つ又は複数のプロセッサによって読み取
られて実行され、デバイス１８００に本明細書において説明された方法及び／又は動作を
実行させる。命令は、ソースコード、コンパイルされたコード、解釈されたコード、実行
可能なコード、静的なコード、動的なコードなどのような任意の適切な形式であり得るが
、これに限定されない。そのようなコンピュータ読み取り可能な媒体は、下記に限定され
ないが、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、磁気ディ
スク記憶媒体、光記憶媒体、フラッシュメモリなどのような、１つ又は複数のコンピュー
タによって読み取り可能な形式で情報を記憶するための任意の有形の非一時的媒体を含む
ことができる。
【００８３】
　下記の実例は、さらなる実施例に関連する。実例１は、高効率無線ローカルエリアネッ
トワーク（ＨＥＷ）マスタステーションの装置である。当該装置は、マルチユーザ送信要
求（ＭＵ－ＲＴＳ）を示すとともに、１つ又は複数のＨＥＷステーションが送信クリア（
ＣＴＳ）を送信することができる１つ又は複数のチャネルを示すパケットを生成するよう
に構成される処理回路を含む。また、当該装置は、上記パケットを上記１つ又は複数のＨ
ＥＷステーションに送信するとともに、上記１つ又は複数のチャネル上で上記パケットに
対するＣＴＳ応答を受信するように構成されるトランシーバを含む。
【００８４】
　実例２において、実例１の主題は、任意に、上記処理回路が、１つ又は複数のＨＥＷス
テーションがＣＴＳを送信することができる１つ又は複数のチャネル、及び上記１つ又は
複数のチャネルのそれぞれについて、上記１つ又は複数のＨＥＷステーションのうちのど
れが上記ＣＴＳを送信することができるかの表示を示す上記パケットを生成するように更
に構成される点を含むことができる。
【００８５】
　実例３において、実例１又は実例２の主題は、任意に、上記処理回路が、上記ＣＴＳ応
答に基づいて送信機会に使用されるべき上記１つ又は複数のチャネルに対する割り当てを
生成するように更に構成される点を含むことができる。
【００８６】
　実例４において、実例１から実例３のいずれかの主題は、任意に、上記処理回路が、上
記ＣＴＳ応答に基づいて送信機会を打ち切ることを決定するように更に構成され、上記ト
ランシーバが、コンテンションフリーエンド（ＣＦ－ｅｎｄ）パケットを送信するように
構成される点を含むことができる。
【００８７】
　実例５において、実例１から実例４のいずれかの主題は、任意に、上記チャネルが、下
記のグループ、すなわち２０ＭＨｚの帯域幅、５ＭＨｚの帯域幅、１０ＭＨｚの帯域幅、
２．５ＭＨｚの帯域幅、４０ＭＨｚの帯域幅、８０ＭＨｚの帯域幅、１６０ＭＨｚの帯域
幅、及び３２０ＭＨｚの帯域幅の中からの１つである点を含むことができる。
【００８８】
　実例６において、実例１から実例５のいずれかの主題は、任意に、上記トランシーバが
、上記１つ又は複数のＨＥＷステーションに帯域幅利用可能性トリガを送信し、上記帯域
幅利用可能性トリガに応答した帯域幅利用可能性レポートを上記１つ又は複数のＨＥＷス
テーションから受信し、上記帯域幅利用可能性レポートが、上記１つ又は複数のチャネル
のうちの１つ又は複数のために上記１つ又は複数のＨＥＷステーションのうちの１つ又は
複数から利用可能なチャネルを示す、ように更に構成される点を含むことができる。
【００８９】
　実例７において、実例６の主題は、任意に、上記処理回路が、上記帯域幅利用可能性レ
ポートに基づいて送信機会に対する割り当てを決定し、上記割り当てを含む第２のパケッ
トを送信するように更に構成される点を含むことができる。
【００９０】
　実例８において、実例６の主題は、任意に、上記帯域幅利用可能性トリガが、チャネル
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の表示と、上記１つ又は複数のＨＥＷステーションのうちの１つ又は複数の表示とを含む
点を含むことができる。
【００９１】
　実例９において、実例６の主題は、任意に、上記処理回路が、ＭＵ－ＲＴＳを示すとと
もに、１つ又は複数のＨＥＷステーションがＣＴＳを送信することができる１つ又は複数
のチャネルを示す上記パケットを生成し、上記１つ又は複数のチャネル及び１つ又は複数
のＨＥＷステーションが上記帯域幅利用可能性レポートに基づいて上記マスタステーショ
ンによって選択される、ように更に構成される点を含むことができる。
【００９２】
　実例１０において、実例６の主題は、任意に、上記帯域幅利用可能性トリガが、上記１
つ又は複数のＨＥＷステーションが上記帯域幅利用可能性レポートを送信することができ
るチャネルを示すリソース割り当てを更に含む点を含むことができる。
【００９３】
　実例１１において、実例１から実例１０のいずれかの主題は、任意に、上記ＣＴＳ応答
が、下記のグループ、すなわち直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）、マルチユーザ多
入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）、及び直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）の中からの少なく
とも１つに従って受信される点を含むことができる。
【００９４】
　実例１２において、実例１から実例１１のいずれかの主題は、任意に、上記処理回路に
結合されたメモリを含むことができる。
【００９５】
　実例１３において、実例１２の主題は、任意に、上記回路に結合された１つ又は複数の
アンテナを含むことができる。
【００９６】
　実例１４は、高効率無線ローカルエリアネットワーク（ＨＥＷ）マスタステーションに
より実行される方法である。当該方法は、マルチユーザ送信要求（ＭＵ－ＲＴＳ）を示す
とともに、１つ又は複数のＨＥＷステーションが送信クリア（ＣＴＳ）を送信することが
できる１つ又は複数のチャネルを示すパケットを生成するステップと、上記パケットを上
記１つ又は複数のＨＥＷステーションに送信するステップとを含み得る。当該方法は、同
様に、上記１つ又は複数のチャネル上で上記パケットに対するＣＴＳ応答を受信するステ
ップを含み得る。
【００９７】
　実例１５において、実例１４の主題は、任意に、１つ又は複数のＨＥＷステーションが
ＣＴＳを送信することができる１つ又は複数のチャネル、及び上記１つ又は複数のチャネ
ルのそれぞれについて、上記１つ又は複数のＨＥＷステーションのうちのどれが上記ＣＴ
Ｓを送信することができるかの表示を示す上記パケットを生成するステップを含むことが
できる。
【００９８】
　実例１６において、実例１４又は実例１５の主題は、任意に、上記ＣＴＳ応答に基づい
て送信機会に使用されるべき上記１つ又は複数のチャネルに対する割り当てを生成するス
テップと、上記１つ又は複数のチャネルに対する上記割り当てを有する第２のパケットを
送信するステップとを含むことができる。
【００９９】
　実例１７において、実例１４から実例１６のいずれかの主題は、任意に、上記チャネル
が、下記のグループ、すなわち２０ＭＨｚの帯域幅、５ＭＨｚの帯域幅、１０ＭＨｚの帯
域幅、２．５ＭＨｚの帯域幅、４０ＭＨｚの帯域幅、８０ＭＨｚの帯域幅、１６０ＭＨｚ
の帯域幅、及び３２０ＭＨｚの帯域幅の中からの１つである点を含むことができる。
【０１００】
　実例１８において、実例１４から実例１７のいずれかの主題は、任意に、上記１つ又は
複数のＨＥＷステーションに帯域幅利用可能性トリガを送信するステップと、上記帯域幅
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利用可能性トリガに応答した帯域幅利用可能性レポートを上記１つ又は複数のＨＥＷステ
ーションから受信するステップであって、上記帯域幅利用可能性レポートが、上記１つ又
は複数のチャネルのうちの１つ又は複数のために上記１つ又は複数のＨＥＷステーション
のうちの１つ又は複数から利用可能なチャネルを示す、ステップとを含むことができる。
【０１０１】
　実例１９は、高効率無線ローカルエリアネットワーク（ＨＥＷ）ステーションの装置で
あって、当該装置は、マルチユーザ送信要求を示すとともに、上記ＨＥＷステーションが
送信クリア（ＣＴＳ）を送信することができる１つ又は複数のチャネルを示すパケットを
受信し、上記１つ又は複数のチャネル上で上記ＣＴＳを送信するかどうかを、下記の条件
、すなわち上記１つ又は複数のチャネルのうちの上記チャネルに関する媒体ビジー状態が
、上記チャネルがビジーでないことを示す場合、ネットワーク割り当てベクトルが、上記
チャネルがビジーでないことを示す場合、及び動作チャネルのうちのプライマリチャネル
が占有されているかどうか、のうちの少なくとも１つに基づいて判定するように構成され
る回路を含む。上記回路は、上記１つ又は複数のチャネルのうちの少なくとも１つのチャ
ネル上で上記ＣＴＳを送信することが判定された場合には、上記１つ又は複数のチャネル
のうちの上記少なくとも１つのチャネル上で上記ＣＴＳを送信するように更に構成され得
る。
【０１０２】
　実例２０において、実例１９の主題は、任意に、上記回路が、２０ＭＨｚの最小帯域幅
に従って少なくとも１つのチャネル上で上記ＣＴＳを送信するように構成される点を含む
ことができる。
【０１０３】
　実例２１において、実例１９又は実例２０の主題は、任意に、上記回路が、マスタステ
ーションから帯域幅利用可能性トリガを受信し、上記１つ又は複数のチャネルのうちの１
つ又は複数の利用可能性を示す帯域幅利用可能性レポートを上記マスタステーションに送
信するように更に構成される点を含むことができる。
【０１０４】
　実例２２において、実例１９から実例２１のいずれかの主題は、任意に、上記ＣＴＳが
、下記のグループ、すなわち直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）、マルチユーザ多入
力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）、及び直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）の中からの少なくと
も１つに従って送信される点を含むことができる。
【０１０５】
　実例２３において、実例１９から実例２２のいずれかの主題は、任意に、上記回路に結
合されたメモリと、上記回路に結合された１つ又は複数のアンテナとを含むことができる
。
【０１０６】
　実例２４は、１つ又は複数のプロセッサによる実行のための命令を記憶する非一時的な
コンピュータ読み取り可能な記憶媒体であって、前記命令は、高効率無線ローカルエリア
ネットワーク（ＨＥＷ）マスタステーションに、マルチユーザ送信要求（ＭＵ－ＲＴＳ）
を示すとともに、１つ又は複数のＨＥＷステーションが送信クリア（ＣＴＳ）を送信する
ことができる１つ又は複数のチャネルを示すパケットを生成させ、上記パケットを上記１
つ又は複数のＨＥＷステーションに送信させるとともに、上記１つ又は複数のチャネル上
で上記パケットに対するＣＴＳ応答を受信させるように、上記１つ又は複数のプロセッサ
を設定することができる。
【０１０７】
　実例２５において、実例２４の主題は、任意に、上記命令が、上記ＨＥＷマスタステー
ションに、１つ又は複数のＨＥＷステーションがＣＴＳを送信することができる１つ又は
複数のチャネル、及び上記１つ又は複数のチャネルのそれぞれについて、上記１つ又は複
数のＨＥＷステーションのうちのどれが上記ＣＴＳを送信することができるかの表示を示
す上記パケットを生成させるように、上記１つ又は複数のプロセッサを更に設定すること
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ができる点を含むことができる。
【０１０８】
　実例２６は、高効率無線ローカルエリアネットワーク（ＨＥＷ）マスタステーションの
装置である。当該装置は、マルチユーザ送信要求（ＭＵ－ＲＴＳ）を示すとともに、１つ
又は複数のＨＥＷステーションが送信クリア（ＣＴＳ）を送信することができる１つ又は
複数のチャネルを示すパケットを生成するための手段と、上記パケットを上記１つ又は複
数のＨＥＷステーションに送信するための手段とを含む。当該装置は、上記１つ又は複数
のチャネル上で上記パケットに対するＣＴＳ応答を受信するための手段を含み得る。
【０１０９】
　実例２７において、実例２６の主題は、任意に、１つ又は複数のＨＥＷステーションが
ＣＴＳを送信することができる１つ又は複数のチャネル、及び上記１つ又は複数のチャネ
ルのそれぞれについて、上記１つ又は複数のＨＥＷステーションのうちのどれが上記ＣＴ
Ｓを送信することができるかの表示を示す上記パケットを生成するための手段を含むこと
ができる。
【０１１０】
　実例２８において、実例２６又は実例２７のいずれかの主題は、任意に、上記ＣＴＳ応
答に基づいて送信機会に使用されるべき上記１つ又は複数のチャネルに対する割り当てを
生成するための手段を含むことができる。
【０１１１】
　実例２９において、実例２６から実例２８のいずれかの主題は、任意に、上記ＣＴＳ応
答に基づいて送信機会を打ち切るための手段を含むことができ、上記トランシーバは、コ
ンテンションフリーエンド（ＣＦ－ｅｎｄ）パケットを送信するように構成される。
【０１１２】
　実例３０において、実例２６から実例２９のいずれかの主題は、任意に、上記チャネル
が、下記のグループ、すなわち２０ＭＨｚの帯域幅、５ＭＨｚの帯域幅、１０ＭＨｚの帯
域幅、２．５ＭＨｚの帯域幅、４０ＭＨｚの帯域幅、８０ＭＨｚの帯域幅、１６０ＭＨｚ
の帯域幅、及び３２０ＭＨｚの帯域幅の中からの１つである点を含むことができる。
【０１１３】
　実例３１において、実例２６から実例３０のいずれかの主題は、任意に、上記１つ又は
複数のＨＥＷステーションに帯域幅利用可能性トリガを送信するための手段と、上記帯域
幅利用可能性トリガに応答した帯域幅利用可能性レポートを上記１つ又は複数のＨＥＷス
テーションから受信するための手段であって、上記帯域幅利用可能性レポートが、上記１
つ又は複数のチャネルのうちの１つ又は複数のために上記１つ又は複数のＨＥＷステーシ
ョンのうちの１つ又は複数から利用可能なチャネルを示す、手段を含むことができる。
【０１１４】
　実例３２において、実例２６から実例３１のいずれかの主題は、任意に、上記帯域幅利
用可能性レポートに基づいて送信機会に対する割り当てを決定し、上記割り当てを含む第
２のパケットを送信するための手段を含むことができる。
【０１１５】
　実例３３において、実例１９から実例２１のいずれかの主題は、任意に、上記帯域幅利
用可能性トリガが、チャネルの表示と、上記１つ又は複数のＨＥＷステーションのうちの
１つ又は複数の表示とを含む点を含むことができる。
【０１１６】
　実例３４において、実例２６の主題は、任意に、ＭＵ－ＲＴＳを示すとともに、１つ又
は複数のＨＥＷステーションがＣＴＳを送信することができる１つ又は複数のチャネルを
示す上記パケットを生成するための手段であって、上記１つ又は複数のチャネル及び１つ
又は複数のＨＥＷステーションが上記帯域幅利用可能性レポートに基づいて上記マスタス
テーションによって選択される、手段を含むことができる。
【０１１７】
　実例３５において、実例２６の主題は、任意に、上記帯域幅利用可能性トリガが、上記
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１つ又は複数のＨＥＷステーションが上記帯域幅利用可能性レポートを送信することがで
きるチャネルを示すリソース割り当てを更に含む点を含むことができる。
【０１１８】
　実例３６において、実例２６から実例３５のいずれかの主題は、任意に、上記ＣＴＳ応
答が、下記のグループ、すなわち直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）、マルチユーザ
多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）、及び直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）の中からの少な
くとも１つに従って受信される点を含むことができる。
【０１１９】
　実例３７において、実例２６から実例３６のいずれかの主題は、任意に、上記処理回路
に結合されたメモリを含むことができる。
【０１２０】
　実例３８において、実例３７の主題は、任意に、上記回路に結合された１つ又は複数の
アンテナを含むことができる。
【０１２１】
　実例３９は、高効率無線ローカルエリアネットワーク（ＨＥＷ）ステーションの装置で
ある。当該装置は、マルチユーザ送信要求を示すとともに、上記ＨＥＷステーションが送
信クリア（ＣＴＳ）を送信することができる１つ又は複数のチャネルを示すパケットを受
信するための手段と、上記１つ又は複数のチャネル上で上記ＣＴＳを送信するかどうかを
、下記の条件、すなわち上記１つ又は複数のチャネルのうちの上記チャネルに関する媒体
ビジー状態が、上記チャネルがビジーでないことを示す場合、ネットワーク割り当てベク
トルが、上記チャネルがビジーでないことを示す場合、及び動作チャネルのうちのプライ
マリチャネルが占有されているかどうか、のうちの少なくとも１つに基づいて判定するた
めの手段とを含む。当該装置は、上記１つ又は複数のチャネルのうちの少なくとも１つの
チャネル上で上記ＣＴＳを送信することが判定された場合には、上記１つ又は複数のチャ
ネルのうちの上記少なくとも１つのチャネル上で上記ＣＴＳを送信するための手段を含み
得る。
【０１２２】
　実例４０において、実例３９の主題は、任意に、２０ＭＨｚの最小帯域幅に従って少な
くとも１つのチャネル上で上記ＣＴＳを送信するための手段を含むことができる。
【０１２３】
　実例４１において、実例３８又は実例３９の主題は、任意に、マスタステーションから
帯域幅利用可能性トリガを受信するための手段と、上記１つ又は複数のチャネルのうちの
１つ又は複数の利用可能性を示す帯域幅利用可能性レポートを上記マスタステーションに
送信するための手段とを含むことができる。
【０１２４】
　実例４２において、実例３９から実例４１のいずれかの主題は、任意に、上記ＣＴＳが
、下記のグループ、すなわち直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）、マルチユーザ多入
力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）、及び直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）の中からの少なくと
も１つに従って送信される点を含むことができる。
【０１２５】
　実例４３において、実例３９から実例４２のいずれかの主題は、任意に、上記回路に結
合されたメモリと、上記回路に結合された１つ又は複数のアンテナとを含むことができる
。
【０１２６】
　読者が技術的開示の性質及び要点を確かめることを可能にするであろう要約を要求する
連邦規則法典第３７巻セクション１．７２（ｂ）（37C.F.R.　Section　1.72(b)）に適合
するように、要約が提供される。要約は、要約が請求項の範囲若しくは意味を限定するか
、又は解釈するために使用されないであろう、という了解のもとに提出される。したがっ
て、添付の請求項は、この結果、各請求項が個別の実施例として独立している状態で詳細
な説明の中に組み込まれる。
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